
第３２回 全国高等学校剣道選抜大会 参加申込関係書類 

○ 発送文書 

１ 大会要項 

 ２ 宿泊案内 

 ３ 令和4年度第32回全国高等学校剣道選抜大会における個人情報及び肖像権に関わる取り扱い

について 

 ４ 参加校への連絡・注意事項 

   

＊インターネット申込 各種書類のダウンロードは 

  https://senbatsu.kendotaikai.jp/ 

 ＊インターネット申込の方法は 

https://youtu.be/G8VgtvtS3SA の動画を参考にしてください。 

 

〇 大会事務局 

   〒462-0008 名古屋市北区如来町５０ 名古屋市立北高等学校内 

     全国高等学校剣道選抜大会 愛知県実行委員会  仲田 修 

     TEL：０５２－９０１－０３３８  FAX：０５２－９０２－１５９６ 

携帯：０９０－３４４８－６９６５ 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度 

第３２回 全国高等学校剣道選抜大会 
 

実 施 要 項 
 

 

主 催 （公財）全日本剣道連盟 

 

共 催 （公財）全国高等学校体育連盟 

 

後 援  スポーツ庁 （一財）地域活性化センター 春日井市 春日井市教育委員会 

    （公財）春日井市スポーツ・ふれあい財団 春日井商工会議所  

春日井市観光コンベンション協会 

 

主 管 （公財）全国高等学校体育連盟剣道専門部 

    （一財）愛知県剣道連盟 

        愛知県高等学校体育連盟剣道専門部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 4年度 第 32 回全国高等学校剣道選抜大会実施要項 

 

主 催 （公財）全日本剣道連盟 

共 催 （公財）全国高等学校体育連盟 

後 援  スポーツ庁・（一財）地域活性化センター・春日井市・春日井市教育委員会 

（公財）春日井市スポーツ・ふれあい財団・春日井商工会議所 春日井市観光コンベンション協会 

主 管 （公財）全国高等学校体育連盟剣道専門部・（一財）愛知県剣道連盟 

     愛知県高等学校体育連盟剣道専門部 

 

1 期 日 

1) 開会式 令和 5年 3月 26 日(日) 16:30 

2) 競 技 令和 5年 3月 27 日(月) 9:00 トーナメント 1・2回戦 

       令和 5 年 3 月 28 日(火) 9:00 トーナメント 3 回戦以降 

3) 閉会式 令和 5年 3月 28 日(火) 15:00(予定)  ※決勝戦終了後、準備が整い次第実施する。 

2 会 場 

春日井市総合体育館 〒486-0804 愛知県春日井市鷹来町 4196 番地 3  TEL0568-84-7101 

3 参加校及び参加者 

1) 参加校は男子・女子共 64 校（各都道府県 1 校 ただし、下記の都道府県は 2校ないし 3校） 

【男子】[3 校]愛知県 

[2 校]北海道 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 静岡県 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 

福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 宮崎県 

【女子】[3 校]愛知県 

[2 校]北海道 宮城県 茨城県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 静岡県 大阪府 兵庫県  

島根県 高知県 福岡県 熊本県 大分県   

2）参加者は男子・女子共 1校 8 名まで（選手 3～7 名、監督 1名） 

4 試合規定 

1)（公財）全日本剣道連盟「剣道試合・審判規則」、「新型コロナウイルス感染症が収束するまでの暫定的な試合・

審判法」及び（公財）全国高等学校体育連盟剣道専門部「申し合わせ事項」による。 

2)（公財）全日本剣道連盟及び（一財）愛知県剣道連盟の感染症ガイドラインに準ずる。 

5 参加資格 

1) 選手は学校教育法第 1 条に規定する高等学校（中等教育学校後期課程を含む）に在籍する生徒であること。 

2) 選手は都道府県高等学校体育連盟に加盟している生徒で、当該競技要項により全国大会の参加資格を得た者に

限る。 

3) 年齢は平成 16 年の 4 月 2 日以降に生まれた者とする。（令和 4 年度に第 1・2 学年在籍者）ただし同一学年で

の出場は 1回限りとする。尚、特例として中国残留日本人孤児及びその子女については年齢制限を撤廃する。 

4) チーム編成において、全日制課程、定時制課程、通信制課程の生徒による混成は認めない。 

5) 転校後 6 ヶ月未満の者は参加を認めない。ただし、一家転住等やむを得ない場合は、各都道府県高等学校体育

連盟会長の許可があればこの限りではない。 



6) 出場する選手はあらかじめ健康診断を受け、在学する校長及び各都道府県高等学校体育連盟剣道専門部の承認

を必要とする。 

7) 参加資格の特例 

ア 1)、2)に定める生徒以外で、3)～6)の大会参加資格を満たすと判断され、各都道府県高等学校体育連盟が

推薦した生徒について、別途に定める規定にしたがい大会参加を認める。 

イ 学年の区分を設けない課程に在籍する生徒の出場は、同一競技 3 回限りとする。 

【大会参加資格の別途に定める規定】 

１ 学校教育法第 72 条、115 条、124 条及び 134 条の学校に在籍し、都道府県高等学校体育連盟の大会に参加を認

められた生徒であること。 

２ 以下の条件を具備すること。 

1) 大会参加資格を認める条件 

ア 全国高等学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 

イ 参加を希望する特別支援学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校にあっては、学齢、修学年限ともに高

等学校と一致していること。また、連携校の生徒による混成は認めない。 

ウ 各学校にあっては、都道府県高等学校体育連盟の予選会から出場が認められ、全国大会への出場条件が満た

されていること。 

エ 各学校にあっては、部活動が教育活動の一環として、日常継続的に責任ある顧問教員の指導のもとに適切に

行われており、活動時間等が高等学校に比べて著しく均衡を失していず、運営が適切であること。 

2) 大会参加に際し守るべき条件 

ア 全国高等学校総合体育大会開催基準要項を遵守し、競技種目別大会申し合わせ事項等にしたがうとともに、

大会の円滑な運営に協力すること。 

イ 大会参加に際しては、責任ある教員が引率するとともに、万一の事故の発生に備えて傷害保険に加入してお

くなど、万全の事故対策を講じておくこと。 

ウ 大会開催に要する経費については、応分の負担をすること。 

＜コロナに関する参加条件＞ 

 1) 学校長の出場認知証明のあること。（従来の大会申込書） 

  2) 生徒及び監督・顧問は、感染者及び濃厚接触者でないこと。また、校内で新型コロナウイルス感染者及び濃厚

接触者が判明した場合は、保健所等の指示を受けること。 

  3) 過去に新型コロナウイルス感染歴がある者は、大会参加について医師等と相談し指示を受けること。 

  4) 以下の該当する者でないこと。 

  ①基礎疾患のある者 

 ●基礎疾患のある者とは、「糖尿病、心不全、慢性閉塞性肺疾患(COPD)、透析を受けている方、免疫抑制剤や

抗がん剤等を用いている方など」をいう。 

 ●これらの者が理由あって出場（参加）する場合は、主治医の承認を得るものとする。 

②発熱のある者（個人差はあるが、一般的には 37.5 度以上ある者をいう）。 

③咳・咽頭痛など風邪のような症状がある者、その他体調がよくない者。 

④同居家族や身近な知人に感染者又は疑われる者がいる者。 

⑤過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又は当該在住



者との濃厚接触がある者。 

※2) 3) 4)を満たさない場合は、施設内へ入らないこと。 

※自己責任において当日の大会に参加すること。 

  5)「新型コロナウイルス感染症についての体調管理チェックリスト」のチェック欄に必要事項を記入し、各校で

保管すること。また、各学校の責任者（監督・引率責任者等）は、大会後必ず参加者及び来場者の体調管理

を確認し、発症した者が出た場合は速やかに大会主催者まで報告すること。 

６ 競技方法 

1) 勝者数法による 3名から 5 名の団体試合を行う。 

2) 男女とも 64校によるトーナメント戦を行う。 

3) 試合は「4 分 3 本勝負」、勝敗の決しない場合は「引き分け」とする。 

4) 代表者戦は「4 分 1 本勝負」とし、延長戦は 4分で区切り、勝敗が決するまで行う。 

5) 登録選手によるオーダーの変更は試合ごとに認める。オーダー票は、試合ごとにオーダー提出場所に試合開始

までに提出する。 

6) 3 名チームは中堅・副将・大将、4 名チームは次鋒・中堅・副将・大将としてオーダー票に選手を記入し提出

する。 

7 表 彰 

1) 団体表彰は男女共 1位から 3 位までを表彰する（3位決定戦は行わない）。 

2) 優秀選手は男女共 10 名以内で選出し、表彰する。 

８ 諸会議 （会場：春日井市総合体育館） 

1) 審判会議  3 月 26 日（日）13：30～14：30 

2) 監督会議  3 月 26 日（日）14：30～15：30 

3) 審判研修会 3 月 26 日（日）14：30～16：00 

９ 参加申込み（インターネット申込） 

1) 登録は、「https://senbatsu.kendotaikai.jp」の「大会参加申請フォーム」に入力を行う。 

プログラム用写真もインターネット登録とする。 

2) 「大会申込書」を 2部プリントアウトし、学校長印を押印の上、実行委員会宛に郵送する。 

（送付先）〒462-0008 名古屋市北区如来町 50  名古屋市立北高等学校内 

      全国高等学校剣道選抜大会実行委員会  仲田 修   

      TEL：052-901-0338  FAX：052-902-1596  携帯電話：090-3448-6965  

3) 登録・申込み締切日 令和 5年 2月 17 日（金）＜期日厳守＞ 

10 参加料等 

1) 参加料  1 チーム 45，000 円 

2) 納入方法  

ア 各出場校で下記に振り込む。 

 イ 振込先  指定銀行 大垣共立銀行 春日井支店  

口座番号  普通 1296487 

口座名義 全国高等学校剣道選抜大会 愛知県実行委員会 会長 大嶽 將文 

※必ず「学校名」を入力すること。振込手数料は参加校で負担する。 



ウ 納入期限   令和 5年 2月 17 日（金）＜期日厳守＞ 

11 宿泊斡旋 

宿泊についての一切の業務は「JTB ビジネストランスフォーム中部 MICE センター」が行う。詳細は「宿泊案内」

による。 

 （申込先）「JTB ビジネストランスフォーム中部 MICE センター」剣道選抜大会  

TEL：052-446-5099    FAX：052-446-7358 

（受付期間）令和 5 年 2 月 28 日（火）まで 

12 審判員 

1) 審判員の構成は、審判長 1 名・副審判長 1名・審判主任 6 名・副審判主任 6名・審判員 54 名とする。 

2) 審判員の服装は、（公財）全日本剣道連盟「剣道試合・審判規則 同細則」による。 

13 連絡・注意事項 

1) 引率責任者は、校長の認める当該校の職員とする。また、校長から引率を委嘱された「部活動指導員」（学校

教育法施行規則第 78 条の 2 に示された者）も可とする。但し、「部活動指導員」に引率を委嘱する校長は、

都道府県高体連会長に事前に届け出る。 

2) 監督は、校長が認める指導者とし、それが外部指導員の場合は傷害・賠償責任保険（スポーツ安全保険等）に

必ず加入することを条件とする。ただし、監督が出場校の教諭である場合は、原則として、引率者を兼ねる。 

3) 選手の服装は、紺（黒）または白の剣道着・袴とする。なお、刺繍等により華美にならないこと。 

4) 監督の服装は、スーツ（ジャケット）、ネクタイ、または剣道着・袴（色は紺、白、黒のいずれか）とする。 

 5) 試合場に入ることができるのは、監督、選手・補欠のみとし、他の者の入場は厳禁とする。 

6) 競技中の疾病、負傷などの応急処置は主催者側で行うが、主催者はその後の責任は負わない。 

7) その他、大会参加者の心得、大会運営に関することは（公財）全国高等学校体育連盟剣道専門部申し合わせ事

項による。 

 8) 新型コロナウイルス感染症対策については(公財)全日本剣道連盟及び(一財)愛知県剣道連盟・愛知県高等学校

体育連盟剣道専門部が定めるガイドラインに沿って大会運営を行うものとする。 

 ・全日本剣道連盟「主催大会実施にあたっての感染拡大予防ガイドライン」 

  https://www.kendo.jp/information/20200827/ 

 ・愛知県剣道連盟「今後の剣道活動に向けて」 

  https://aichi—kendo.jp 

・愛知県高等学校体育連盟剣道専門部「大会開催に関する感染拡大予防ガイドライン」 

http://aichi-koutairen.jp/ 

  ※以上を事前に確認し、学校ごとで参加者に対して内容の徹底を図る。 

 9)来場の制限 

  ア 大会関係者は、大会役員、競技役員（審判員・補助役員）とする。 

イ 出場校は下記のようにする。 

男女各 1 校につき、監督 1 名（当該校教員または当該校外部指導者）、引率責任者 1 名（当該校教員）、           

学校関係者 15 名（登録選手も含む）。 

※現時点での方針であり、コロナ感染状況の推移により変更することがある。 

  



 10) その他 

ア 入場者は常に不織布マスクを着用し、フィジカルディスタンス（他人との距離）を約 2ｍ確保する。 

イ 選手は試合時に「面マスク」（市販のもの、または全剣連推奨のもの）と、飛沫感染防止のための「マウス

ガード」（市販のもの）を必ず着用する。面マスクは鼻と口を正しく覆うようにする。 

ケガや感染防止の観点からアイガードを装着することは可とする。 

ウ できる限り着替えを行った上で施設内に入場する。やむを得ない場合は、指定された更衣場所で、学校ごと

に交代しながら着替えて、密にならないよう十分に留意する。 

エ 試合場へ入場する際は、設置されている消毒液等を利用し、手指の消毒を行い感染拡大防止に努める。また、

試合前や試合後は手洗いやうがいを行い、アルコール消毒を徹底する。 

オ 試合場へ入場することができる選手は、試合を行うチームと次に試合を行うチームに限定する。その際には

係員の指示に従う。 

カ 竹刀等の道具の貸し借りは行わない。 

キ 応援は拍手のみとする。指示や声援は厳禁とする。試合中や試合後に審判員に対する言動（暴言等）は厳に

慎む。   

ク ごみは各自で必ず持ち帰る。 

ケ 感染拡大防止対策等の関係書類は、後日出場校に送付する。 

 


